
【12 西原村 Nishihara Village】 

 

俵山峠西側から 

 

西原村では、南外輪山の俵山や冠ヶ岳、扇坂展望所や青少年の森キャンプ場（風の里）、阿蘇

ミルク牧場など、村内各地から熊本平野・金峰山系越しに“東面の雲仙岳”が眺望できます。↑の

写真で見られるような雲仙岳～金峰山～阿蘇山の火山列のラインや、これらの山々と古代創建の

神社・仏閣が形成する歴史的な大三角形（※阿蘇地域のページ参照）のラインを、各所から視認

することが可能です。扇坂展望所付近では、パラグライダー体験も可能で、空からの阿蘇山・雲仙

岳のパノラマを楽しむことができます。 

青少年の森キャンプ場がある山の名前は“大峯”で、この山名は古代～中世の山岳宗教に縁の

深い山名とされ、世界文化遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」に含まれている大峯が有名ですが、

雲仙岳の最北端に位置する山名も大峯であり、阿蘇山・雲仙岳の山岳宗教が盛んであった時代を

しのばせます。 

この大峯や俵山は、白川水系と緑川水系の分水嶺となっており、村の北部を流れる水は白川水

系へ、中南部を流れる水は緑川水系へ流れ込みます。白川・緑川の水は、熊本平野を潤しながら、

やがて有明海に流れ込みますが、全国一の規模を誇る有明海の干潟の泥は、かつての阿蘇山の

大噴火による噴出物を菊池川や白川などが日々流し込んでいるもので、その泥が外洋に流れ出さ

ないのは、雲仙岳そびえる島原半島が有明海の水の出入口を狭めているためです。 

雲仙岳の様々な表情を探しながら、西原村内を旅してみませんか？ 

 

●西原村の観光情報はこちら↓ 

西原村企画商工課 http://www.vill.nishihara.kumamoto.jp/profile/sightseeing/sight.html 
 

 
県道 28 号線（萌の里～俵山トンネル）から 

高橋 由美氏 

榊 光義氏 


